
ゴ
ザ
イ
ハ

御

座

若

能
央
仰
岩
本
に
あ
っ
て
、

一
に
天
狗
壁
と
も
い
ふ
。
手
取
川
に
沿
う
た
大
岩
師
訟

で
あ
り
、
そ
の閉山
に
波
舟
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
岩
本

の
穏
と
い
う
た
。

コ
サ
カ
小
坂

凶
京
市
同
町
出
・か
ら
U

十
加
山
一
に
赴

〈
聞
の
坂
約
。

コ
ザ
カ
小
坂

J
ヲ
サ
カ
小
坂
〈白川

U
。

コ
ザ
カ
小
坂

J
ヲ

サ

カ

小
坂
(
河
北
〉
。

コ
ザ
カ
タ
ウ
ゲ
小
坂
峠

臥
封
印
川
耐
か
ら
能

川
に
越
え
る
峠
の
一
つ
。

コ
ザ
カ
ヤ
ヤ
ジ
古
酒
屋
頬
次
石
川
仰
木古
口
に

航
船
叫
捻
余
呉
服
阿
を
後
ん
だ
出
梢
民
五
代
鮒
左
衛
門

は
子
が
な
か
っ
た
の
で
‘
市
北
の
先
夫
の
子
友
三
郎
を

肥
前
よ
り
迎

へ
て
嗣
子
と
し
、
れ
そ
Mm
次
と
収
め
さ

せ
た
。
揃
次
は
M
V
H
品川
車
で
爪
ん
だ
州
前
中
一
括
と
し
、

そ
の
同
老
・十
六
山
相
泌
・七
円
以
人
臨
す
の
川
は
桁
巧
と
炎

一路と
や
」以
て
坑
依
せ
ら
れ
、
V
A
切
ら
土
焼
の
人
形
等

そ
も
作
っ
て
版
到
し
た
。
父
子
山
に
任
以
そ
好
み
、

持
父
を
雨
磁
の
M
T

太
丸
と
い
ひ
、
揃
次
も
岡
市
川
の
米

成
と
酬
明
し
た
。
天
保
十
一
年
制
市
町四刑判
制仰
の
上
梓
し

た
山
人
一
首
に
揃
次
が
例
制
を
怖
く
伐
を
快
ゼ
て
あ

り
、
県
の
頃
の
加
引
凶
技
型
掃
附
に
は
、
取
の
大
捌

大川
町
排
吉
、
聞
の
大
山開
制
加
次
と
あ
る
。
捕
次
に
小
鍋

辰
某
・的
水
村
某
・寺
井
村
庄
七
三
人
の
向
却
が
あ
っ

た
。
庄
七
は
後
の
九
初
日
応
三
で
あ
る
。

風小
甲山小
川
出
十
洲
の

mwm耐
北
の

コ
ザ
キ

脚
。

'J、
自甲

コ
サ
ク
小
作

滞
放
の
時
、
小
川
姓
父
は
珂
艇

が
、
問
地
の
品
を
多
く
有
す
る
中
川
か
ら
借
り
受
け
て

制
作
す
る
も
の
を
小
作
と
名
づ
け
た
。
制
作
に
射
す

る
名
義
だ
か
ら
子
作
と
い
ふ
の
が
す

-mな
わ
け
で
あ

り
、
W
M
際
子
作
と
住
い
た
も
の
も
見
え
る
。

コ
ザ
空
ジ
プ
ギ
ヨ
ウ
小
作
事
奉
行

日
尚
治
二
年

コサ
1
1

コシ

開明氏
サ川内
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ
の
始
で
あ
ら
う
。

見
文
克
年
に
間
野
彦
左
衛
門
・
脂
製
小

一
郎
、
元
融

元
年
に
和
川
撤
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
辿
約
L
、

民
政
は
一
=
人
或
は
四
人
で
あ
っ
た
。
白
何
十
三
年
六

且
鄭
任
を
止
め
、
内
作
郎
・
翠
行
か
ら
品川
悦
ず
る
よ
と

に
な
っ
た
。

コ
ザ
ハ
タ
エ
モ
ン
小
選
九
右
衛
門

前
川
利
治

に
仕

へ
、
品開
山円近
十
討
に
来
っ
た
。
そ
の
子
も
亦
九

布
術
門
と
い
ひ
、
刊
八
十
十日
に
来
。
、組
外
に
列
し
、

元
文
凶
作
五
十
間
以
で
残
し
た
。
後
糸
制
縞
い
で
滞

に
仕
へ
ろ
。

コ
ザ
ハ
サ
プ
ロ
ベ
エ
小
選
三
郎
兵

衛

大

地
寺

務
問
。
組
矢
先
治
は
川
M

初
日
記
車
内
信
E
、
石
川
梢
宮

艇
に
的
人
と
な
っ
て
町
た
。
三
郎
兵
衛
ば
永
十
七
日叫a

新
知
七
十
-h
を
以
て
前
川
利
治
に
門
出
さ
れ
、
後
川

五
十
討
に
山
一ん
だ
が
、
日品泊
二一
年
利
治
の
卒
後
、
治

仔
を
信
州
議
光
脊
に
川
迎

へ
、
岡
地
知
土
宗
見
附
出
寺

に
入
っ
て
加
問
先
し
た
。
川
・
に
四
β
二
十
七
日
、

平
年

四
|
L
o

w
t
l「
t
J
J

ゴ
ザ
ブ
ネ
フ
ナ
ウ
虫
シ
ユ
ウ
御
窟
姑
舟
歌
集

二
加
。
石
川

ω出
肢
の
倫
小
尽
に
然
倒
し
で
あ
っ
た

加
引
税
伎
の
来
館
町
駅
を
集
め
た
も
の
。
長
肌
は
筑

間山
・拐
容
・
佑
同
容
の

四
十
八
山
、
小
唄
は
さ
ど
披
・

芳
野
山
港

船

木
謎
等
の
四
十
一
山
が
あ
る
。
江
戸

の
歌
山
叫
が
延
詑
六
年
に
召
抱
へ
ら
れ
た
時
か
ら
鮮
は

っ
た
の
で
あ
ら
う
。

ゴ
サ
ン
ジ
ツ
セ
ツ
ズ
五
山
十
刺
図

l
y
ナ
ゼ

Y

セ
ツ
ズ
シ
キ
支
那
刺
利
例
式
。

コ
ザ
ン
セ
ン
テ
キ

E
山
泉

滴

町

制
宗
の
崎
町
。

武
肢
の
入
。
嫡
宗
附
承
に
附
肌
し
、
そ
の
寂
後
房
州

長
安
寺
を
制
し
た
。
作
目
て
徳
川
早
川
忠
の
招
に
限
じ
て

円程
械
説
法
し
た
こ
と
も
あ
る
。
前
川
利
協
の
金
禅
に

天
徳
院
を
創
め
る
に
及
び
、
内
市
摘
を
即
し
て
そ
の
第

一
代
に
問
ら
し
め
た
。
覧
永
十
八
年
十
且品
川五
日
示

寂
、
時
に
八
十

一
段
。

ゴ
ザ
ン
プ

御
算
奉

御
節
用
説
田
中
行
を
略
し
て

包
〈
と
き

ι使
用
せ
ら
れ
る
。
御
山
口
側
帯
・
定
機
地

務
な
ど
と
も
い
ふ
が
、
御
お
務
と
使
用
せ
ら
れ
る
こ

一

ゴ
シ
キ
イ
シ
五
色
石

臥
京
都
愉
応
の
天
齢制剛

と
が
最
も
多
い
o

i

プ
奉
。

一
よ
り
西
方
な
る
納
令
部
に
技
術
の
均

打
上
げ
ら
れ
る

ゴ
サ
ン
ヨ
ウ
パ
カ
タ
チ
ョ
ウ

御
算
用
場
格
帳

一
小
間
際
で
、
水
鰍
な
ど
に
入
れ
て
震
玩
す
る
。
そ
の

一
加
。

御
斜
用
持
勤
方
、
御
知
行
制
‘
御
牧
納
米
前

一
氏
は
石
英
和
而
山
町
・旺
化
木
・覇
防
等
で
あ
り
、
色
影

説
、
御
殿
方
、
御
代
官
別
、
御
牧
納
御
岱
府
方
、
御

一
に
も
紋
絞
に
も
鎚
化
が
あ
る
。

米
般
的
飴
分
銀
、
御
下
行
、
総
銀
問
符
方
、
諸
方
鈴

一

ゴ
シ
キ
ウ
メ
五
色
梅

河

北

川
木
越
の
副
千
寺

用
方
、
御
此
川
鋭
等
、
凡
べ
て
御
誌
周
期
の
取
扱
に
闘

一
に
在
る
こ
掠
の
抑
制
を
い
ふ
。
平
和
二
年
間
寺
十
四

す
る
笛
判
明
を
書
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
代
林
佐
の
揃
き
た
る
闘
に
よ
れ
ば
、
釘
・
淡
創
・
向
・

コ
シ

国一

滞
に
在
っ
て
人
持
組
三
千
石

U
上
の

一
宵
・抗
の
J
A

色
を

mm和
す
る
が
、
科
色
の
も
の
は
米

窃
は
外
出
に
続
ね
削
(
を
用
ひ
た
が
、
江
戸
で
は
特
に
一
だ
見
た
こ
と
が
な
〈
、
柿
に
淡
H

引
の
も
の
も
あ
る
と

泊
さ
れ
た
翁
の
外
は
之
に
来
る
を
得
な
か
っ
た
o
文

一
い
ふ
。
仰
L
多
く
は
白
花
を
行
け
た
紋
に
‘
紅
白

χ

久
二
年
の
改
革
以
後
来
製
に
易
へ
る
に
駒
山
均
と
す
る

一
は
談
紅
色
の
も
の
を
粁
け
る
の
が
四
泌
で
あ
る
o

こ
と
誌
な
っ
た
。

一

ゴ
シ
キ
ガ
ハ

マ

五
色
v
沼

山

山
市
，畑山日
山
総

コ
シ
ガ
h
y
チ

刑制
同
附
河
内
の
内
の
小

島
の
蛇
山
崎
と
、
砂
防
遊
山
町
の
思
ポ
コ
担
と
の
川
の
川
和
山

字

。

い

ひ

こ

の

方

聞

に

於

け

る

お

花

川

の

中

央

を

山

め

7
4
0
 

の
を
放
乞
食
と
郡
し
た
。

J
ヒ
ニ
ン
非
人
。

ゴ
シ
キ
イ
ケ
豆
色
池
山
山
な
る
大
汝
岳
の
凶

雨
悩
に
あ
る
山
激
宮
、
そ
の
他
水
は
む
ん
に
し
て
澗

潟
す
る
。

越
ヶ

ロ

ウ

J
ハ
ッ
カ
Y

コ
シ
カ
ケ
イ
シ

膜
眠
中
石

瓜
京
川
崎
舟
の
愉
mm

術
な
る
抑
附
家
の
後
胞
に
あ
る
。
能
回
w
街
跡
志
に
、

『
問
家
の
後
に
、
且
臼
此
既
に
信
凶
小
太
郎
と

い
ふ
人

の
さ
ま
よ
ひ
来
り
て
、
万
耐
と
い
ふ
者
の
方
に
仕
へ

あ
り
し
と
て
.
兵
時
の
腹
懸
石
な
り
と
て
、
均
結
廻

し
あ
り
。
脇
に
よ
き
消
水
あ
り
。
案
ず
る
に
、
信
多

の
三
郎
事
に
や
。
』
と
記
す
る
。

J
Y
ノ
ダ
コ
タ
ロ

信
回
小
太
郎。

ゴ
ジ
キ
ゲ
ン
オ
ポ
エ
ガ
キ

御
直
言
閉
阻
害

市
保

百
年
定
諮
問制限
旧
安
勝
が
前
川
利
市
の
言
行
を
銑
し

て
綱
紀
に
上
准
し
た
も
の
。
安
粉
は
幼
時
利
市
の
側

小
終
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

コ
シ
キ
ジ
マ

阿国島

出
品
川
能
山
市
川
向
な
る
依
披

の
南
方
に
あ
る
問
。

コ
シ
キ
ジ
マ

町田島

邸
主
似
の

泌
上
に
在
る
七

つ
ぬ
の
一
つ
。
日
中
保
の
mu
k
に
、?
」
し
き
向
、
日川さ

十
三
州
制
、
日比さ
四
十
川
科
、
制
4a
二
開
制
。
島
之

内
よ
も
ぎ

・
か
や
生
巾
候
。
あ
ら
み
こ
ぬ
よ
0
お
上

七
町
山崎。
』
と
あ
る
。
備
品
縦
士
は
こ
し
き
ぬ
を
ね
附

子
烏
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

コ
ジ
キ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ

コ
ジ
キ
乞
怠

滞

政
時
代
に、

乞
食
は
限
内
・

滋
多
と
は
山
間
な
る
が
、
膝
内
聞
の
支
配
を
受
け
.
限

内
向

か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
非
人
間
酬
の
施
政
す
る
非
人
小

屋
ハ
滞
胞
般
の
非
人
小
屋
と
は
間
関
な
る
)
に
住
町
L
、

非
人
札
を
怨
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
を
札
持
乞
食
と
い

ひ
、
然
ら
ず
し
て
部
下

・
政
陰
な
ど
に
徴
在
す
る
も

乞
笈
正
月

三
O
五


